






若年性関節リウマチ(JRA)に対し,本年度は成人に達した患者にアンケートを配布して,医

学的,社会的問題を検索した。 

昭和 36 年以降,大阪大学整形外科リウマチクリニック,国立白浜温泉病院および国立大阪

南病院を受診した JRA 患者は 100 症例を超える。今回配布した総数の約 60%にアンケート

回答を得た。男子 19名,女子 42 名であり,発病年令はそれぞれ 9.7 才,10.1 才であり,比較

的高年令発病の者が多い。最終診察時あるいは退院時の年令は男性 19.1才,女性 21.2 才で

あり,今回の調査時までの平均追跡年月はそれぞれ 8.8 年,9.5 年で,男女一群とすれば 9.1

年であった。 

今回は教育期間の休学の有無,勉学の不自由さの有無,最終卒業学校,職業の有無,関節変形

の存在の有無,リハビリテーション医療受療の有無などについて回答を求めた。 

男,女 1名づつの死亡者を含めて総数 61 名について検討を加えた。 


